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法歴
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ACのお客様へ

法歴の必要性

法歴は、私達ボランティアがあなたの法的な問題を理解するのに役立ちます。私達は、法歴を読んで、あなたとのアポイントメントに備えます。


A. 法歴に含める事柄

1.	いつ、何が起きたか 
a.	参考例  
		i.     問題が始まった時期 
ii.　　裁判所／法廷への出廷または判決の日付
[bookmark: _GoBack]iii.  　 今後予定されている裁判所／法廷の期限
2.	関係者について。彼らは何をしたのか（日付を含む）
3.	法的な助言や指示を受けたことがあれば、どの組織から受けたかを記入
4.	手助けが必要な法的手続きの申請書

短い文章でも大丈夫です。 
日付などの詳細はできるだけ正確に記入して下さい。
文章は完璧である必要はありません。
英語もしくは対応している言語でご記入ください。対応言語：英語、中国語、日本語、ポルトガル語、スペイン語、タガログ語。


B. 参考歴


1.	出来事

2021年9月―9月から【会社名を書く】で働き始めました。ほぼ毎シフト（計34回程度）【人名】からいじめを受けました。 [その人があなたにしたことを教えてください）。

2021年10月31日 ―同日、私は彼らが私にしていることを受け入れることができませんでした。副店長の【店長の名前を書いてください】にメールで連絡し、何が起きているのかを伝え、ジェンダー・ダイバーシティ・トレーニングの実施をお願いしました。

2021年11月1日 ― [マネージャーの名前を書いてください]　から私のメールに返信があり、人事部に正式な苦情を提出する必要がある、と言われました。

2021年11月1日 ― [マネージャーの名前を書く]と私は、11月1日に話し合いをしました。私はジェンダー・ダイバーシティ・トレーニングを行うよう説得しようとしました。[マネージャーの名前を書いてください）始めは私のフィードバックを前向きに受け止めてくれていました。しかし、[マネージャーの名前を書いてください）結局トレーニングの計画もなく、実施もされませんでした。すべては、私とソーシャルワーカーに押し付けられました。

2021年11月2日―11月2日、［本人の名前を書く］は私をいじめ続けました。[その人の名前を書いてください]が[起こったことを書いてください]と言った/やった。 

2021 年 11 月 9 日と 10 日 ―11 月 9 日と 10 日の 2 日間、[本人の名前を書く]とシフトを組みました。この継続的な扱いは、危険で、私は苦痛を感じました。仕事中にパニック発作を起こすようになったので、[相手の名前を書く]を職場に連れてくるようになりました。

２．現在の状況
- 職場の別のセクションに異動させられました。
- 勤務時間は短縮されました（週5日から週3日）。
- （個人名を記入）は、まだ週5日働いています。
- 全従業員を対象とした、お互いを尊重するためのトレーニングはまだ義務付けられていません。
- 私は○○に行き、○○の申請書に記入するように言われました。
- 申請書に正しく記入したかどうか確認するため、ACとのアポイントを希望します。
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